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（－）本校における「校外指導」の見直しの歴史

本校において実施されている各種の校外指導行事について，果たしてこのままでよいのか，問

題点を洗い直してみる必要があるのではないか，といった声は，教官の炉辺談話的な会話の中に

おいても，また教官会議の席上においても，過去何度となく聞かれ，現在もなお時々耳に聞こえ

ている。本校教官の誰もが，「校外指導」見直しの必要性ほ認識してはいるものの，現実には日

常的な生徒指導の面に遺漏なきを期するということで手一杯であって，「校外指導」見直しに本

格的に取り組む態勢はなかなか整わなかった。

「校外指導」見直しの動きがまがりなりにも実現したことが，過去に2回あったが，そのこと

について簡単に述べてみたい。

（1）第1回（昭和35～36年度）－「学校行事等検討委員会」

当時の中学。高校の両教頭を含めた9名の教官によって構成されたこの委員会ほ，単に校

外指導についてのみ検討を加えるというのでほなく，

A．儀式（入学式。卒業式・始業式。終業式等）

B．学芸的行事（文化祭・音楽祭。弁論大会。講演会。展覧会等）

C．保健体育的行事（水泳大会。運動会。ロードレース。中2臨海生活。中3スキー合宿

。高1キャンプ・運動能力測定等）

D．遠足。修学施行（中1～高3の各学年の旅行）

E．その他（新入生オリェソテMショソ。高1田植え・安全訓練等）

といった，学校内の各種行事全般にわたって検討を加え，「学校行事等」年間計画を立てよ

うとするものであった。

2年間にわたる委員会審議の成果ほ，「駒場中。高等学校『学校行事等』年間計画」（委員会

案）として，昭和37年2月の教官会議に提出されたが，この委員会案の中で校外指導的なものと

してほ次のようなものが盛り込まれていた。

A．保健体育的行事として

07月≠nF句 中2臨海生活（4泊5日）。高1キャンプ（5泊6日）

03月下旬 中3スキー合宿（4泊5日）
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D．遠足。修学旅行として

05月下旬 中1野辺山生活（4泊5日）

中2遠足。見学（2泊3日）叫静岡方面

中3修学施行 （4泊5日）叫東北方面

03月下旬 高2修学旅行 （7泊8日）叩九州方面

遠足。修学旅行の項で，高1と高3の分が欠けているが，このノ如こついて少々説明を加えよ

う。本校でほ従来，中1。中2。中3。高2の各学年ほいずれも5月下旬に一斉に旅行に出か

け，高3は大学受験を控えているからという理由で他の学年よりはひと足早く3月下旬から4

月上旬にかけて九州方面へ7泊8日の修学旅行に汁はゝけ，高1は旅行の代わりに信州野辺山で

のキャンプ生活を7月下旬に実施していた。上記の委員会袈でほ高1のキャシプは「遠足・修

学施行」の項から「保健体育的行事」の項に移されてはいるが，行事そのものほ認められてい

るわけである。しかし，従来高3で行われていた修学旅行を高2の第3学期終業式直後に移し，

高3ほ旅行を実施しないというのが委員会案であった。高3にほじっくり勉強してもらおうと

いうのが，その理由の主なものであった。

委員会実のうち，校外指導的な行事については，高2・高3の旅行を除いては全て従来案施

されていたものであったため，特に反対意見は出なかったが，修学旅行を高3から高2に移し

て高3は施行を行わないという委員会案に対しては，その理由が充分な説得性を持っていない

ということで，教官大多数が賛成をせず，結局，校外指導に関しては当分の間，従来どおり？

線で実施するということになった。

（2）第2回（昭和45～47年度）－「行事検討委員会」

教官3名から成る行事検討委員会が設置された。検討方針について3名の委員が話し合った

結果，「行事検討」といっても僅か3名の委員だけで果たしてどの範囲までの行事について検

討することができるか疑問である，ということになり，結局，委員会で検討すべき行事を校外

指導（具体的には，中1～高3の施行，及び臨海・スキー。キャンプ）に限定し，それらの問

題点と解決の方向とについて検討を加え，その検討結果や改正案を，後日，教官会議に報告。

提示する，ということになった。

行事検討委員会での継続的な審議結果にもとづいた第1何の報告が，昭和46年2月の教官会

議の席上で行われたが，この報告では，個々の校外指導についての検討結果の報告は省略され，

校外指導全般に関しての検討結果の報告が行われた。この報告で指摘された主な点は，次のと

おりであった。

1） 目標について

従来から行われていた観光旅行的な見学に，あとから目標をつけたという傾向が強く，

そのた捌こ目標が抽象的なものになって行事の評価も充分にほ行われていないのでほない

か0今後ほ，行事があってそれに目標をつけるというのではなく，先ず目標をほっきりさ

せ，それを達成させる手段として行事が行われるという形にすべきであろう。
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≒2） 日数その他について

日数についてほ全般的に長すぎると思われる。日数。回数などほ，他の校内行事などと

の関係から考えなければならないと思うが，本校では教官の現有勢力やノルマ論の問題と

もからみ合ってくるようである。

行ま如こ対する決定権が教官。生徒のいずれにあるのかという点が不明確である。基哀的

には，前述した「削票の不明確」ということが原因であろうが，生徒の多様化している要

求を教官側がどこまで聞き入れることができるのかをほっきりさせる必要があろう。

また，今後の検討の方向についてほ，

1．教科中心にする。

2．野外活動を中心にする。

3．従来どおりとする。

4．いったん中止して1，2年検討し直す。
を

の4つのうち，行事検討委員会としてほ，1の線を中心にして，例えば

中1

中2

中3

高1

高2

希望参加

学級づくり，集団生活訓練

自然観察

修学旅行

学級づくり

修学旅行

スキー。登山

のように，原則として実施計画ほ教科が立てるが，

（担任）

（理科う

（国語・社会）

（担任）

（芸術。社会）

（体育）

中1。高1ほ新入学年であるので学級担任

が中心となって実施計画を立てる，というようにしたらどうかとの意向が示された。

上記の委員会報告に対して，≒一般教官から

0高3を除外するのはいかがなものか。

0教科中心の場合でも，学級担任ほ必ず参加するようにしたい。

0教科指導面が強められると，生活指導面が軽視されるのでほないか。

0移行措置を考えるべきであろう。

など，いくつかの疑問や意見が出され，結局，行事検討委員会でさらに継続審議をした後，改

めて教官会議の庸で報告してもらおうということになった。

行剃爽討委員会の第2回の報告は，昭和47年12月8日に閃かれた教官会議の席上で行われ

た。その時に教官に配布された報告書ほ，次のようなものであった。

行 事 検 討 費 員 会 報 告

（日 楼）

校外指導の目繚を以下の2つに分類した。

拙 生活指導
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仲間作りを通して，クラスや学年を望ましい集軌こ育成する。これは同時に，集団生活

のルールを守り集団生活に適応するための訓練も伴っている。「楽しい思い出作り」もこ

の中に含めることにする。

（B）教科指導

何らかの形で教科内容と関係のある目標（自然や史跡の見学，imLl歩き，採集など）があ

る。

（問題点）

校外指導全体について従来言われて重た問題点は，次のようなものである。

（1）単なる観光旅行的な色彩が強く，無意味である。

（2）目標が抽象的で漠然としている。例えば集団生活の訓練という場合，どのような「集

団」にするよう「訓練」するのかの共通の理解が必要である。

（3）目標が発達段階に即した形で定められていない。つまり，3年間または6年間を見通し

た目礫の設定が必要なのではないか。

（4）日常の教育活動との関連が必ずしも明確でない。つまり，年間計画の申での校外指導の

位置が明確でない。

（5

（6

教科指導との関連または断絶が明確でない。

日数が長すぎ，費用がかさみすぎる。

（7）引率教官の労働負担が過重である。

（8）準備や実施の段階で，教師の指導性と生徒の白主性とが対立的な関係になることがあ

る。

（9）生徒の要求が多様で，全体を同じように行動させるのが困難である。

8ゆ 引き継ぎが充分に行われていない。

（川 その他，交通や宿舎，環境等，実施段階で特に重大になる事柄もある。

（計 画）

これらの問題点を一度に解決することほ不可能であろうが，以下の具体的な計画を考えること

により，多少とも手直しになるのでほないかと考える。計画にあたって考慮した点ほ，次の点で

ある。

（1）低学年（中1・高1）は生活指導を多くし，高学年になるにつれて教科学習との関連を

強くしていく。

（2）指導目標が逮せられるという範囲で，日数や費用をできるだけおさえる。

（3）3泊4日を標準にする。

（4）定地を原則にする。

（5）計画の実施時期は48年度とする。（48年度は，新中1・新高1が該当する。）ただし，教

官会議で別に定めたものは，そのまま実施する。

＜異休例およぴその目標・内容＞

中1－3泊4日 窪地（武尊）

① 仲間作り・クラス作りを基本にして，望ましい集拭を作る。

（多基本的な集団行動のルールを身につけさせる。

⑨ 武尊周辺の環境を利用した教科指導を加える。

中2－3泊4日 定地（秩父長瀞・八ヶ岳山猿・千葉県など）

① 実践的な活動を通して，集団の中で自律的に行動で卓る人間をつくる。

⑧ 場所に即した教科手旨導（社会科・理科等の見学や実習）を取り入れる。

申3－3泊4日 移動（東北または名古屋周辺）

① 風景や史跡等の見学を中心にする。

㊥ 中学生活の楽しい想い出を残す。
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⑦ 団体活動を通して，規律を守る習慣や公衆道徳を身につけさせる。

④ 特に事前または現地での歴史や美術についての指導が重要である。

㊥ 名古屋周辺なら，工場見学も可能である。

高1叫3泊4日 窪地（菅平）

① 班活動等を通して，仲間作り・クラス作りをする。

㊥ 団体行動のルールを身につけさせる。

高2叫4泊5日 移動（京都・奈良）

① 各班どとに臼楼や計画を立て，名所や史跡の見学をする。（班別行動）く

㊥ 自主的，自律的な生活態度を身につけさせる。

④ 歴史や美術に関する指導が重視される。

高3－1泊2日 （場所はできるだけ生徒に自由に決めさせる。）

瑳）軽い旅行を実施する。

垣）楽しい憩い出を作る。

⑨クラスどとの旅行にすることも考えられる。ただし，この場合はクラス替えなどによる

準備期問不足の問題がある。また費用は，各クラスの差がないことが望ましい。

〔キャンプ〕

（歴 史）

昭和37年に第1匝Ⅰのキャンプが高1（13期生）を対象に野辺山で実施された。いわゆる「教

育キャンプ」（テント生活）の始まりである。この時生徒に書かせたアンケート諏査の結果を

反省の材料として，第2回のキャンプが昭和38年に妙高高原蟹ケ崎キャンプ場において実施さ

れた。期日は7月31日～8月5日で，車中1泊，テント4泊5日であった。対象生徒は高1の

84名，引率教官は11名で，生徒の班別活動を原則にしていたようである。

39年度は，7月28日～8月3日にかけて，前期と後期の2回に分け，それぞれ3泊ずつ実施

されている。合計110会名の生徒が参加して，キャンプが最も盛んな時期であった。生徒の活

動内容は前年度までと比べてあまり変化ほなく，サークル的な班別活動が中心であった。引率

教官は，前期・後期合計13名であった。

37年～39年の費月祁ま，いずれも生徒1人当り約3，000円であった。

さて，3年後の昭和42年度になると情勢が大分変わり，キャンプは実質的に縮小の方向に向

かった。期日は7月28日～31日で，高1（18期生）の希望者を50名募集したが，実際の参加者

は約30名であった。この時は，水場の問題で野辺山が使用できず，長野県美しケ原山簾が利月ヨ

された。引率教官は8名であった。費月∃は約3，500円で，3年前に比べて若干高くなってい

る。

その後，キャンプは衰退し，生徒の希望者が少ないために団券も切れないということで中止

になった年もあった。また実施の内容も，テント生活から野辺山の教育大農学部宿舎を使う、よ

うになってきた。本年度は，10数名の生徒が生物部と一緒に野辺山の宿舎で生活している。

（衰退した原因）

（彰初期の目標や意義，また意気込みが充分引き継がれなかった。

（多数官の負担が重く感じられるようになった。

④ 希望生徒数が減少した。これは，生徒の興味・関心の対象が変化したこと，また，生徒

が個人的に施行に出かけるようになって学校の引率を嫌うようになったことなどによるも

のであろう。

④ 時期的にみてクラブの夏季合宿とぶつかり，生徒が合宿参加を優先させるような傾向が

ある。

（キャンプの意義）
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① 自然の申で生活することにより，日常の生活を反省することができる。

④ 友人と協力したり話し合ったりすることにより，友を作り，協力の精神を養うことがで

きる。

⑨ 浩然の気を養う。

（結 論）

キャンプは48年度からは廃止する。

＜廃止の理由＞

① 行事縮／j＼の方向から考えて，希望参加の行事をできる限り押さえる。

㊥ 引率教官の負担が過重のため，引率・指導の引き受け手が少ない。

㊥ 生徒の参加希望者が少ない。（夏季合宿と重なる。生徒がテント生活を好まない。）

（み夏季の行事（大部分は合宿だが）が多すぎる。

上記の行事検討委員会報告の内容について教官会議で審議の結果，（目標）・（問題点）につ

いてほはぼそのまま承認された。また，（計画）については前文部分は承認されたが，具体例

の日数・場所の点で修正意見が出され，結局，次のように決まった。

中1…3泊4日

中2－3泊4日

中3－4泊5日

高1－3泊4日

高2－4泊5日
も

高3002泊3日

定地（群馬県武尊）

定地（長野県野辺山）

移動（東北方面）

定地（長野県菅平）

移動（京都。奈良）

場所任意

※ 中3のスキー教室と高1のキャソプほ廃止と決定。

この校外指導計熟ま，昭和48年度より中学・高校とも学年進行の形で実施され，現在に至っ

ている。ただし，中2の野辺山についてほ，宿泊施設として東京教育大学農学部の八ヶ岳演習

林宿舎を利用していたが，手狭・食事の外注といった不便さに加えて，建物の一部の老朽化が

進んだため，昭和55年度から場所を北茨城市に変更して実施している。高3ほ場所任意という

ことで，当該学年の担任教官と生徒との話し合いで場所を選定しているが，たいてい金沢・能

登附近が選ばれているようである。

（ニ）昭和56年度高1校外指導の実態

本年5月20日（水）～23日（土）の間に，高1生徒約160名を対象とする校外指導が菅平高原

で実施されたが，その実態について述べてみよう。

（1）校外指導の概要

1．期 間

2．場 所

3．引率教官

4．宿 所

昭和56年5月20日（水）～23日（土） （3泊4日）

長野県菅平高原

深野。遠藤。佐藤。柾・辻。大谷・長野

白樺荘（長野県小県郡真田町菅平高原 電話02687…4山2511）

叫190叫



5． 程 20日 集合7時30分（上野駅団体待合所）

6．服装・装備

7．経 費

上野発8時16分（あさま3号）－上田着11時3分…（バス）

一宿合着12時30分
あずまや ねこだけ

21日 四阿山・板子岳縦走

22日 グループ別行動（サッカー・ソフトボール。散策等）

23日 宿舎一白根山・鬼押出し叫軽井沢（以上／ミス）－

軽井沢発15時43分（あさま12号）¶上野着18時00分

解散18時30分（上野駅団体待合所）

登山に耐える服装。装備

約27，000円（預かり金より支出）

（2）準備段階から実施段階を経て反省・総括の段階に至る経過

担任教官等の活動 ⊆ 旅行委員会等生徒の活動

1月8日（木）

新高1担任（4名）決定

1組 柾（学年主任）

2粗 辻

3粗 大谷

4組 長野

2 月

～
3 月

担任の係分担を決め，施行関係は大谷

が担当することになる。

0宿舎手配（昨年中に予約ずみ。～そ

の確認）

0交通公社との打合せ（コースその

他）

4月13日（月）‡担任会 l旅行委員（各クラス2名）の選出

16日（木）

旅行委員会

0委員長・副委員長・書記の決定

0校外指導の目標の決定

0日程の承認

17日（金）

20日（月）
担任会議題

0下見検討

施行委員会

0規律の決定（時間厳守，班行動の

重視，ゲーム類についての規制）

各HRで規辞の承認を得る。

21日（火）
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旅行委員会

0「しおり」の作成開始（表紙のイ

ラスト等）

0部屋割の作成開始

0旅行委員の係分担決定

0最終日に白根を回るグノ㌣－プと直

接軽井沢へ行くグループとに分け

ることにつき検討（結局，全員白

根回りとする）。



23日（木）
旅行委員会

。雨天時の計画

24日（金）

旅行委員会

0部屋判決定

0「しおり」割り付け

25日（土）

旅行委員会

0「しおり」原稿完成（列車・バス

の座席表，表紙のイラスト，他）

27巨t（月）
●

30巨1（木）

担任会誌題

0保護者あてプリント作成

。小遣い8，000円以内

5月6日（水）

保護者あてプリント配布，参加申込書

提出切りは5月11日（月）

生活班別自由行動計画書（1次）・3

日目白由行動班行動計画書（1次）

を旅行委員会に提出し，旅行委員会

で審査。

8日（金）

～

10日（巨り

担任2名（大谷・㍊二）現地下見

08fヨー上野駅集合場所，上江モ交

通との打合せ，宿舎「白樺荘」と

の打合せ及び非常口の確認等，体

育館（結局は使えず）・グラウン

ド・テニスコート，医者，サイク

リング用自転薄の整備状況，自然

飽，高原生物研究所

09日叫四阿山・板子岳登山

010日一角聞方面実倍

11日（月）

担任会議題

0現地下見の報告

0引率教官（担任4名プラス担任外

3名）の係分担

◇総務仙深野・柾

◇旅行委員会叫大谷・柾

◇班長会議・室長会誌叩柾・辻

・大谷・長野

◇保健・車内清掃叫深野・佐藤

◇会計叫長野

◇その他一輪送（国鉄）・登山

・自由行動については，凍両・

コース・種≒日ごとに担任（柾・

辻・大谷・長野）と担任外（深

野・遠藤・佐藤）の計7名の教

官が分担

生活班別自由行動計画書（最終）・3

日目白由行動班行動計画書（最終）

を旅行委員会に提出しこ．旅行委員会

で審査。

5月13日（水）までに最終決定。

15日（木）
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施行委員会

0持ち物一蒐表・行動点換用紙の作

成

0雨天時の計画の立て直し（体育館



が使用できぬため）

0実施中の班長会議の代わりに室長

会議を設けることの確認（1班4

名，1窒平均8名）

担任会議題

18日（月）

19日（火）
引率教官団打合せ

0係分担の確認

旅行委員会

0「しおり」完成（19日のオリエン

テーション時に配布）

0食事当番表作成

オリエンテーション（第5・6時限）…

20日（水）
～

23日（土）
＜校 外 指 導＞

27日ミ（水）
旅行委員会

0アンケート作成

6月1日（月）暮 ‡アンケート実施

2日（火）

～

6日（土）

8日（月）

10日（水）

旅行委員会

0アンケートのまとめ

0「高1旅行委員会菅平旅行の総括」

の作成

各HRで「菅平旅行の総括」を生徒をと

配布し，旅行委員がアンケート姑欒

を報告。

担任団反省会

0校外指導の反省・絵括

15日（月）
生徒指導協議会の席上，高1校外指導

について報告（大谷）

（3）校外指導についての反省。総括

A 担任教官による総括

本年度の校外指導実施前に生徒部作成の川桝伯6年度 校外指導記録」の用紙（2枚セッ

りを各学年の担任団に配布しておき，校外指導の終了後に必要事項を記入してもらって，

それを生徒部に提出してもらった。提出された各学年の「校外指導記録」は印刷物にして，

後日（6月15日）開催された生徒指導協議会の席上，教官全員に配布し，さらに各学年の旅

行担当教官から口頭による補足説明が行われた。

以下に示したものは，高1担任より提出された「校外指導記録」の一部を抜粋したもので

ある。

（1）目 標

1．集団生活によって社会性を養い，相互の親睦を深める。

2．雄大な自然の申で生活することによって，自然の素晴らしさ・大切さを知る。
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（2）指導の重点

a．事前及び実施中

1．自主的・自律的集団として成長きせる。

2．現地についての理解を深めさせ，よりよい自由行動ができるようにする。

3．飲酒・喫煙については厳重に注意する。

4．来年度の校外指導を見通して，規砕の重要性を認識させる。

b．事 後

自主的・自律的に活動を行うにはどうしたらよいかを，アンケートにもとづいて反省させ

る。

（3）成果と問題点

a．目標達成状況

1．集合や宿舎に帰る時刻等はしだいに改善された。

2．生徒間の相互親睦という点でほ，一般的には達成された。

3．自然の雄大さ，素晴らしさは充分理解できた。

4．自然を大切にするという精神は養われている。

b．教官の指導

1．教官の指導を強くしないと，実際には取り組みが進まない。

2．教官側で散策コ叩ス等の紹介をしないと，自由行動はどうしてよいか生徒は取り組めな

い。

C．今後の改善点

1．第1日午後の自由行動をもっと制限して，全員で高原生物研究所～自然館を見学し，自然

館で解散するのがよい。

2．雨天の際の施設として，体育館（体帝研究所＜文部省＞）を早目に確保しておくこと。

3．第1日の全体の行動として，上田～別所温泉～菅平のコースもよいと思われ畠。

d．生徒意識の変化，その他

相互に知り合うのには効果があった。従って，帰ってからのクラス内のコミュニケ叫ショ

ンは活発になった。

B 旅行委員会による総括

旅行終了後，施行委員会は早速アンケ叩ト（生徒対象）の作成・実施・集計の作業な行い，

同時にまた，旅行委員会としての立場からの反省を行った。それらの結果をまとめたものが，

「菅平旅行の総括」と名づけて，旅行終了2週間後に生徒全員に配布された。以下に示した

ものほ，そのはば全文である。

完為義去菅平旅行の総括

i王i発 足

0委員の選出はH・Rで行われた。1クラス2人で計8人。

0第1回の委員会で正・副委員長を選出。委員長は1－2の曽根，副委員長は1－1の林。他に

書記として1－2の高見を決定05月19日（旅行の前日）までは毎日，昼休みに定例委員会を

開くことにした。顧問は1－3担任の大谷教官。

着互i計 画

0「1年生」の性格上，昨年度のうちから大筋が決められていた。例えば，日程・往復の交通機

叫194－



関・宿泊先はその一部。委員会が決めるべきことほ，20日の午後，21日・22日と23日の午前中

（復路の「特急あさま12号」に軽井沢で乗るまでの途上）

0行先候補地（仮決定）

だけである。

20日午後一宿舎到着後は，附近の散策時間とする。

21日仙（お決まりの）四阿山・板子岳登山。

22日仙野放し（原則 自由。どこへ行っても良い。）

23日一行ける場所がいろいろある。

志賀高原蓮沼，草津白根山，小諸懐古園，鬼押出し，軽井沢散策e t c

O20日・21日は，仮決定通りの行動とした。22日は，結果的にどうなったかは後述。23日は，宿

舎～上州三原～万座～弓油～草津～上州三原～鬼押出し～軽井沢，のバスドライブとする。

→バスの手配は上阿交通（東急系）に依頼。

事亘！準備

1．「しおり」の製作

0多くは昨年の要儀で（昨年の「しおり」から引用して）編集した。

0編集長を特定せず，誰からともなく（委員長が中心となって）作業を始めたのはよろしくな

い。それぞれの立場をはっきりするべきである。

0表紙は1－3の古本に依頼。ただし，彼が描いたのではない。

0方針を決定した時期は意外と早かったと思うが，完成して我々の手に渡ったのはオリエンテ

ーションの前日。原稿の管理はしっかりするべ卓である。

2．その他

0食当など一食率1回につき，1クラスの半分（4人×5班）ずつ区切る。残った4組の40

人は，最終日の宿舎内の清掃当番とする。

0雨天の場合叫もつれにもつれて，仮決定は出発の前日となった。その内容は，「歌合戦」

「演芸大会」「茶話会」「ゲーム大会」「教官隠し芸大会」「『菅平ゼミ』開講（教官がミニ

授業をする）」等だが，どれも話が煮つまらず，いい加減なままに終わってしまった。雨が

降ったらどうしよう。晴れるのを祈るばかりである。

‡互事オリエンテーション

0「オリエンテーションを前日にやるのでほ，荷物の準備が遅れて因る。」というのが，大多数

人物の意見である。私個人も賛成。少なくとも2日前には開催したい。

0「しおり」の配布も早めたい。早目に配ったために失くしてしまった奴は，旅行期間中ずうっ

と困り，苦しんでおればよいのだ。

0サトウ教官から言われた。「最近の旅行委員会は，もっと権力をふるえ．／」。私も，そんなこと

をオリエンテーションの時に考えた。旅行委員会は，もっと横暴であるべきなのだろうか。再

考の余地あり。

0「さあ，明日から旅行だ。」という緊迫感がおこらないのはなぜだろう。旅行は，解放感を味

わうだけで良いのだろうか。

…互‡実地では……

第1日（20日）

0集合時間を守らない人間がいた。特に，新宿へ集合場所を間違って行ってしまった（ウソか

ホントか知らぬが）という奴など，言語道断。どういうつもりか。

0列車内では，思った程騒々しくならなかったので，ホッとした。麻雀に関しては，非常に便

利で小さく，音をたてない，カケ的要素が少ない……と三拍子そろった（委員長の主観）も

のが出回っているので驚いた。（詳しい説明は，文章では不可。）

0車内衛生に心掛けたい。ジュースの缶・菓子袋・弁当ガラ・新聞・雑誌類が多く，あのザマ
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では，車内清掃夫も大変だ。

0バスがイドー考。我々は，バスガイド養成所を聞いているのではないぞ。いくらバスが出払

っていても，相手が高校生でも，客は客だ。（という意見が，かなり多かった。）

0「風呂に行っていたために食事に遅れた。」という理由で，長野教官にこっぴどく言われた

人間がいた。時間厳守。しっかりしてはしい。

0消灯時刻の旅行委員の各部屋見回りは殆んど無意味だと思う。

第2日（21日）

0起床状況は大変良かった。和室では，布団の上げ下げが大変であったろう。

0「朝の集い」には疑問を持つ。低血圧の人は，あの程度で目も覚めようというものだが，極

度の低血圧症の人になると，朝から重度の運動をすると貧血をおこしてしまう。宿舎前の駐

車場でもよかったのでは？

0装備によって板子岳隊を編成したのは良策だった。

0何故か私は，列の最後尾を歩いていた。先頭はさぞ楽なことだろう。（あのペースだ。当然

である。）しかし，後の方は，途中のアコーディオンのために，止まったり歩いたりで大変

だった。（私も，ペースに苦しんだ。）大編隊は絶対に長くない。せめてクラス単位に分けて

登山したい。

。予告なしの予定変更はとても困る。（登山ルートを，尾根1本西に変えた。そのため，中の

沢を渡らなかった。）立場上，とくに各クラスの旅行委員くらいには事前に話しておいてほ

しかった。

0先頭を歩いていた00さん。前の方は楽でも，後の方は苦しんでいる人もいることをわかっ

てほしい。自分の登山を他人に押しつけてはしくない。そのために，上の方までメシを食べ

ずに，途中でパテた人がいたという事実を忘れてはしくない。（某氏後談）

第3日（22日）

0行動計画書を2回回収した。仙混乱を与えた。
● ● ○ ●

● ●
● ●

0予告では，「どこへ行ってもよい。」であったが，実際には，「菅平高原の中なら，どこへ…

‥・」という形に（いつのまにか）切り番えられていたことも混乱させた叫。よろしくな

い。

0自転車の分配に手間どったが，性能・機能に差がありすぎ，楽しい人は楽しかっただろうが，

悪い自転車が当たった人は，若しかったそうだ。

0角問・烏帽子・湯ノ丸登山組のために，バスをチャータ〝してほしかった。

0ルートに注意．／

＼

「1ノ

角間温泉 ＼

日地の地図に出ていた〝サ＼

′ノー○

1：25000 1：50000

昭文社地図に出ている（県道）

∠ゝ

角開山

占

且ノ・

、 ヽ

第4日（23日）

0起麻状況がびどく悪かった。消灯～起床の問の管理については一考を要する。
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。「4組の人々が掃除をやってくれる。」という考えからか，各部屋ともかなり荒れていた。

－p丁重長な≒り班長なりに衛生管理を任せた方がよいかも知れない。

左傾眠不足がたたったせいか，バスの中で眠っていた人がかなりいた。わざわざバスを使っ
● ●

●
● ●

て，付近の観光地を走り回るのだから，周囲の風景などをしっかりと，まぶたに焼き付けて

ほしい。

。ごく一部だが，「次はど羊、でバスを降りるのか？」と旅行委員に問いた人がいた。このよう
なことほ言語道断叫計画は白分で確かめておくべきものである。

0復路「あさま12号」では，座席の位置がバラバラであったにもかかわらず，車内を歩き回る

人が少なく，良かった。

0解散時叩とうとう最後まで整列がメチャクチャだった。

手車亨全体を見渡すと‥・…

0何しろ，天気にめぐまれていた。とくに，2日目の登山では，雨が降らなくて長かった。

0紛失物が多かった。（〝紛失”とは思えないケ叩スもある。）自分の所持品くらいは，責任を

持って管理してぼしい。

0全般的にグレていた。もしくはダレすぎていた。旅行委員会の権力を強化し，班長に責任を
持たせて，班員をまとめ上げさせればよいかもしれない。

＜概略＞ （コースタイム）

1日目 上野7：30／8：16（5023MLあさま3）…上田11：08／11：36（上田交通バス

貸し切り）一驚平高原（ホテル白樺荘前）12：40仰オγプニング・セレモニー叩

舎外自由付入浴16：00ごろからて卓とうに肘夕食17：34一班会誌仰宝島会議
● ●

（18：30～18：45）叫消灯・就寝21：30どろ

2日目 起床6：00どろ一朝のつどい（シュナイダー塔往復）⊥朝食7：07…宿舎前

集合8：05－出発8‥10仙大明神沢8：50／9：00仙Rl・9：30／9：40－

R2・10：20／10：30叩R3（小四阿山直下）11：20／11‥30一四阿山の手前のP

12：00／13：00－矧珂・板子鞍部13：40／13：50州板子岳山頂14：00へ14：20／14

：30～14：40一宿舎15：45～16：40w入浴はてきとうに一夕食18：00一班会議

一室長会誌（19：00～19：10）－消灯・就寝22：00（注）R＝休憩，P＝昼食

3日目 起床6：30 【 朝のつどい7：00一朝食7：30¶自由－16：00～入浴〝夕

食18：30一班会議一室長会議19‥30…消灯・就寝22：00

4日小目 起床6：30 「 朝食7：00一室内片付け7：45一葉合8：05仙宿舎発8：42

（上田交通バス 貸し切り）－弓弛10：37／11：40－鬼押出し閤13：40／14：30

－軽井沢15：10／15：43（5032MLあさま12）－＿L野18：06肘解散18：20どろ

※ いたって不正確。とくに2日日。また，3仁一日はデ【クなし。

暮互∈アンケートから

1．往路の車内の様子

良かった…・…………‥……‥…‥・…・48

楽しかった…‥‥‥・‥‥…‥‥‥…・‥・…6

他の人の邪魔になった‥…‥…・・……8

ふつう（？）…‥‥‥……‥…‥…・‥‥26

2．1日日の白由行動の感想

良かった…・…‥…………・…・……‥‥35

楽しかった……‥‥・‥‥‥‥…‥…‥・…10

つかれた‥‥…・＝……‥‥‥……・…‥‥15
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わからない‥……‥‥‥‥……‥……… 2

たいくつ‥…‥………‥…………‥・…2

酔った・‥……・‥……‥…・……・・…・…5

その他‥……‥‥‥‥…‥……‥‥……‥5

計画だおれ…‥……‥‥‥‥……‥……8

たいくつ‥…‥・・‥・・‥………‥‥…‥・‥20

その他‥…‥…………‥‥‥‥‥‥‥……16



3． 2日目の登山の感想

良かった…・……‥…‥・‥…‥…・……・27

楽しかった・‥…・………・‥…‥・‥……10

不快・無意味…・…‥…・………‥……7

つかれた………・・…・…………‥…‥‥55

4． 3日目の自由行動の感想

楽しかった…・…・…‥…………‥・…‥25

良かった…‥‥…・…‥…………‥……10

つかれた…‥…‥……・…‥……・…‥‥27

日転寒が不整備‥‥…‥‥……………暮10

たいくつ…・……・……‥…‥…・…‥…10

5． 4日目のバスドライブの感想

静かであった…‥…‥…………・……・32
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ガイドがよくない…・…‥…‥‥……・・10
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（三）現行の校外指導における問題点

（り本年度の各学年校外指導の実施概況

本年5月，中1～高3の各学年の校外指導が一斉に実施されたが，その概況ほ次のとおりで

ある。

期 間

年

年

中

学

長l

校

20日～23日

（3泊4日）

20日′）23日

（3泊4日）

年

年

19日～23日

（4泊5日）

20日～23日

（3泊4日）

年19日′－－23日
（4泊5日）

年21日へ′23日
（2泊3E岳）

（2）生徒指導協議会で指摘された問題点

本校においては，議決枚閑としての教官会議とほ別個に，生徒指導に関する諸問題について

教官全員で率直に語り合おうという趣旨で，毎年ユ学期と2苧斯こ各1巨∃，「生徒指導協

会」という名の話し合いの場が持たれている。

本年度第1匝壬の生徒指導協議会は，校外指導終了綬，約3週間を経過した6月15日（月）の

午後に開催され，

A∴校外指導について

B．生徒の最近の生活状況について

の2点を協議テーマとして，約3時間にわたり活発な意見交換が行われた。

校外指導については，すでに各学年の担任から「校外指導の記録」が生徒部に提出されてお

り，協議会当日は，その「校外指導の記録」のコピMプリントが教官全員に配布された。協議

会でほ，「校外指導の記録」の単なる繰り返し的な報告ということではなく，各学年の校外指

導を終えての反省ないLは問題点の指摘というところにポイントをおいての報告を，各学年の
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旅行担当の担任教官に求めたのであるが，この日，各学年の旅行担当教官から報告。指摘され

た主な問題点は，次のようなものであった。

中1

中2

中3

高1

高2

〈

（

ノ・▲jr＼と
3高

①グループ行動の意味づけゝの指導が不足していた。（グループ行動を通して「何

を」「どのように」指導したらよいかを明確にすべきであろう。）

①生徒には個人行動への強い欲求が見られるが，これを集団行動の中にいかに融和

させていったらよいのか。

①班活動における活動状況のおさえが不充分であった。

⑧バスハイクのコースについての事前学習が不充分であった。

①宿泊地が移動するので，一貫した目標を立てにくい。

①自由時間の使い方についての指導が不充分であった。

の短期間に自主的・自律的な活動ができるように，教師側の強い指導が必要であ

る。

①見学・班別自由行動などほ，教師がモデルコースを設定してやった方がよかろ

う。

（わ継続進学組と高校からの入学組との問のコミュニケーショソは，施行を通してか

なり活発化したと思われる。

（訂旅行委員の自主性。指導性が不足していた。

⑧宿泊地。日数を変更したらどうか。（奈良・京都各2泊→奈良1泊。京都3泊〕

（彰グループ別行動時のチェックの方法について検討すべきであろう。

①場所として，金沢を中心とする北陸ほ不適当である。（④往復に時間がかかりす

ぎる。⑥宿がとりにくい。）

①グループ別行動時における教師の対応の仕方に問題がある。（特に，事故発生時

などの場合）

桓）曜日固定を月日固定に変更できないか。（常宿を確保するため）

上述のような，担任側からの報告。問題提起が行われたあと，引き続いて一般教官からも多

くの意見が出されたが，その主なものは，次のようなものであった。

① 学校全体として校外指導に関する事前指導のポイントを明確化し，あとほ各学年の独

自性に任せるようにしたらよいのではないか。

⑧ 前年度からの引き継ぎを充分に行うようにしたい。

④ 実踏記録・事前学習の記録・旅行のしおり等を一括して生徒部で保管するようにし，

経験の蓄積をはかりたい。

④ 旅行委員会の活動状況については，中1・高1の場合は教師の指導がかなり必要であ

ろう。

㊥
一般に生活指導面が主になっていて，教科指導面の事前学習が軽視されているのでほ

ないか。
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⑥ 交通公社等の施行業者を通しての手配ほ，生徒の安全保障やスケジュールの決定等の

面ではメリットがあるが，反面，経済的な負担が増大するのでほないか。

担任や一般教官から提起された多くの問題点の中には，担任サイドの努力で改善できると思

われるものもあるが，大部分ほ，教官全員による充分な検討。吟味が必要と思われるので，こ

れらの問題ノ如こついてほ，今後さらに教官会議・生徒指導協議会等において継続的に審議を進

めていかなければならないであろう。
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